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恒 心

★
京
大
で
入
試
不
正
問
題
が
起
こ
っ
た
。

人
間
の
悪
知
恵
に
は
際
限
が
な
い
。
携
帯

電
話
を
上
手
く
使
い
こ
な
せ
な
い
私
に
は

想
像
も
出
来
な
い
巧
妙
な
や
り
口
で
あ

り
、
神
業
に
近
い
。
ま
る
で
ス
パ
イ
映
画

で
も
見
る
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
時
代
の
新
し
い
犯
罪
で
あ
る
。

★
事
件
が
発
覚
し
た
時
、
一
人
で
は
出
来
な
い
だ
ろ

う
、
複
数
の
共
犯
者
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
ど
う
や
ら
学
生
1
人
の
単
独
犯
ら
し
い
。
京

大
の
入
試
前
に
、
い
く
つ
か
の
私
立
大
学
で
予
行
演
習

を
行
い
、
上
手
く
い
っ
た
た
め
に
本
命
の
京
大
で
実
行

し
た
の
が
真
相
の
よ
う
で
あ
る
。
★
何
故
彼
は
そ
ん
な

不
正
行
為
を
し
て
ま
で
京
大
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
京

大
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
に
あ
こ
が
れ
た
の
か
、
京
大
で
し

か
自
分
の
好
き
な
学
問
が
出
来
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も

親
を
は
じ
め
、
周
囲
の
期
待
が
大
き
く
て
、
何
が
何
で

も
有
名
大
学
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
圧
が
あ
っ

た
の
か
。
★
私
は
高
校
、
大
学
の
受
験
の
時
を
思
い
出

し
た
。
い
い
大
学
に
行
き
た
い
、
親
も
期
待
し
て
い

る
。
不
合
格
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、
不
安
な
気

持
ち
に
襲
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
受
験
に
落
ち
た
ら
世

の
中
が
真
っ
暗
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
境
も

理
解
で
き
る
。
世
間
で
い
う
有
名
大
学
に
入
れ
た
ら
こ

れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
人
生
の
勝
負
は

社
会
に
出
て
か
ら
で
あ
る
。
★
今
私
は
66
才
で
あ
る
。

幸
い
に
健
康
に
恵
ま
れ
ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
る
。
大

学
の
良
し
悪
し
に
よ
っ
て
少
し
は
人
生
が
影
響
さ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
人
生
の
最
後
の
決
め
手
は
健
康
で

あ
る
。
最
後
の
勝
者
は
長
生
き
し
た
者
で
あ
る
と
或
る

人
が
言
っ
て
い
た
。
こ
の
年
に
な
っ
て
つ
く
づ
く
思

う
。
東
大
、
京
大
の
卒
業
証
書
よ
り
も
ど
こ
も
異
常
な

し
の
人
間
ド
ッ
ク
の
診
断
書
の
方
が
ず
っ
と
有
難
い
。

民
主
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
現
性
に
つ
い
て
自
民
党
は
じ
め
、
野
党
か

ら
厳
し
い
質
問
が
相
次
い
で
い
る
。
菅
首
相
は
じ
め
閣
僚
の
答
弁
は
正
直

な
と
こ
ろ
、
終
始
言
い
訳
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
挙
句
の
果
て
に
「
子
ど

も
手
当
」
の
2
万
6
千
円
を
支
給
す
る
と
い
っ
た
小
沢
幹
事
長
の
発
言
に

驚
い
た
な
ど
と
他
人
事
の
よ
う
な
答
弁
を
し
た
。
民
主
党
に
は
国
を
運
営

す
る
責
任
感
、
使
命
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
来
て
、
多
く
の
国
民

は
民
主
党
内
閣
の
無
責
任
さ
に
気
づ
き
始
め
た
。
最
近
の
世
論
調
査
で
、

菅
政
権
の
支
持
率
は
急
落
、
危
険
水
域
と
言
わ
れ
る
20
％
を
切
っ
た
。
民

主
党
に
対
す
る
支
持
率
も
自
民
党
を
下
回
り
、
低
迷
し
て
い
る
。
日
本
の

た
め
に
は
民
主
党
政
権
の
一
刻
も
早
い
退
陣
が
望
ま
し
い
と
い
う
声
が
大

き
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
最
中

で
の
統
一
地
方

選
挙
で
あ
る
。

自
民
党
に
追
い

風
が
吹
い
て
い

る
が
、
京
都
府

会
、
京
都
市
会

で
第
一
党
の
座

を
維
持
で
き
る

か
、
注
目
さ
れ

る
。
さ
る
5

日
、
自
民
党
京

都
府
連
は
約
千

人
の
党
員
、
党

友
が
参
加
し

て
、
統
一
選
挙

の
勝
利
を
期
し

て
総
決
起
大
会

を
開
い
た
。

政
権
交
代
後
、
初
の
統
一
地
方
選
挙

自民党総決起大会で開会挨拶する二ノ湯京都府連会長
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統一地方選挙　公認候補者

　　　　　　　　　　　　

〔
北
区
〕

田坂幾太・現（59）
〔
下
京
区
〕

小巻實司・現（70）
〔
伏
見
区
〕

渡辺邦子・現（53）
〔
城
陽
市
〕

奥田敏晴・現（65）
〔
南
丹
市
・
船
井
郡
〕片山誠治・現（50）

〔
上
京
区
〕

林田　洋・現（63）
〔
南
区
〕

秋田公司・現（57）
〔
福
知
山
市
〕

井上重典・新（64）
〔
向
日
市
〕

安田　守・現（46）
〔
木
津
川
市
・
相
楽
郡
〕島田正則・現（61）

〔
左
京
区
〕

石田宗久・現（44）
〔
右
京
区
〕

二ノ湯真士・現（32）
〔
舞
鶴
市
〕

池田正義・新（56）
〔
長
岡
京
市
・
乙
訓
郡
〕能勢昌博・新（45）
〔
木
津
川
市
・
相
楽
郡
〕兎本和久・新（53）

〔
中
京
区
〕

植田喜裕・現（61）
〔
右
京
区
〕

岡本　薫・新（39）
〔
綾
部
市
〕

四方源太郎・新（37）
〔
八
幡
市
〕

中川貴由・現（53）

〔
東
山
区
〕

荒巻隆三・現（38）
〔
西
京
区
〕

近藤永太郎・現（61）
〔
宇
治
市
・
久
世
郡
〕村田正治・現（62）
〔
京
田
辺
市
・
綴
喜
郡
〕尾形　賢・現（30）

〔
山
科
区
〕

菅谷寛志・現（50）
〔
伏
見
区
〕

前波健史・現（59）
〔
宮
津
市
・
与
謝
郡
〕多賀久雄・現（60）
〔
京
丹
後
市
〕

巽　昭・現（56）

【
府
議
会
議
員
】

4年に一度の統一地方選挙は目前に迫っている。知事選挙は24日に告示、都道府県会議員、政令市会議員選挙
は4月1日に告示され、いずれも4月10日に投票が行われる。一昨年9月、自民党から民主党に政権が交代した
が、都道府県会議員はじめ全国の市町村会議員は圧倒的に自民党及び保守系の議員が多い。来るべき統一選挙で
この勢力地図に変化が起きるのか。昨年夏の参議院選挙で、自民党は51議席を獲得、改選第一党の座を占めた。
この勢いを駆

か

って、統一選挙でも勝利して、予想される衆議院選挙での政権奪還の弾みにしたい。自民党京都府
連では、昨年9月から統一選挙勝利を目指して、立候補予定者選考に取り組んできた。府会では亀岡市を除いて、
各選挙区に27名、京都市会は24名の公認候補が出馬の予定である。政権交代後、初の大型地方選挙で有権者が
どのような審判を下すのか大変注目される。民主党の内紛、菅政権のもたつきで自民党に追い風が吹いていると
はいえ選挙は油断大敵であり、しかもどの選挙区も少数激戦の厳しい情勢である。京都府政、京都市政で自民党
が主導権を維持するためにも、府会、京都市会で第1党の座を死守しなければならない。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••

政権交代しても地方政治は自民党
堅持したい府会、京都市会の第1党

政権交代しても地方政治は自民党
堅持したい府会、京都市会の第1党

4月1日告示　4月10日投票

写真の下段は
候補者名・現職、元職、新人の別・年齢（告示
日現在）です。
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統一地方選挙　公認・推薦候補者　　　　

〔
北
区
〕

小林正明・現（63）

〔
向
日
市
長
〕
推
薦

久嶋　務・現（55）

〔
左
京
区
〕

巻野友彦・新（33）

〔
宇
治
市
議
〕
推
薦

川越　清・現（68）

〔
下
京
区
〕

下村あきら・現（62）

〔
八
幡
市
議
〕
公
認

増尾辰一・現（64）

〔
西
京
区
〕

田中明秀・現（49）

〔
京
田
辺
市
議
〕公
認喜多　進・現（67）

〔
北
区
〕

山本恵一・現（57）

〔
福
知
山
市
議
〕公
認和田　久・現（61）

〔
中
京
区
〕

加藤盛司・現（59）

〔
城
陽
市
議
〕
公
認

太田健司・現（33）

〔
南
区
〕

椋田隆知・新（46）

〔
八
幡
市
議
〕
公
認

山田芳彦・元（49）

〔
西
京
区
〕

西村義直・現（42）

〔
木
津
川
市
議
〕公
認尾﨑輝雄・現（63）

〔
上
京
区
〕

中村三之助・現（58）

〔
宇
治
市
議
〕
公
認

坂下弘親・現（69）

〔
中
京
区
〕

津田大三・現（41）

〔
城
陽
市
議
〕
推
薦

阪部晃啓・現（43）

〔
南
区
〕

島本京司・新（45）

〔
八
幡
市
議
〕
推
薦

横須賀昭男・現（60）

〔
伏
見
区
〕

高橋泰一朗・現（72）

〔
上
京
区
〕

寺田一博・現（45）

〔
宇
治
市
議
〕
公
認

堀　明人・現（47）

〔
東
山
区
〕

内海貴夫・現（67）

〔
城
陽
市
議
〕
推
薦

園崎弘道・現（31）

〔
右
京
区
〕

井上与一郎・現（66）

〔
久
御
山
町
議
〕推
薦林　勉・現（62）

〔
伏
見
区
〕

繁　隆夫・現（64）

〔
久
御
山
町
議
〕推
薦中井孝紀・現（44）

〔
左
京
区
〕

大西　均・現（60）

〔
宇
治
市
議
〕
公
認

久保田幹彦・元（59）

〔
山
科
区
〕

富きくお・現（59）

〔
城
陽
市
議
〕
推
薦

村田圭一郎・新（37）

〔
右
京
区
〕

田中英之・現（40）
〔
伏
見
区
〕

橋村芳和・現（49）

〔
左
京
区
〕

桜井泰広・新（47）

〔
宇
治
市
議
〕
公
認

金ヶ﨑秀明・新（40）

〔
山
科
区
〕

𠮷井あきら・現（44）

〔
八
幡
市
議
〕
公
認

橋本宗之・現（72）

〔
右
京
区
〕

山元あき.・現（36）
〔
伏
見
区
〕

中川一雄・元（68）

【
京
都
市
会
議
員
】

4
月
17
日
告
示
、
4
月
24
日
投
票

4
月
19
日
告
示
、
4
月
24
日
投
票
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今
期
で
惜
し
ま
れ
て
勇
退
す
る
議
員

府
政
、
京
都
市
政
に
大
き
な
貢
献

一
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
起
こ
っ
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革

命
と
呼
ぶ
民
主
化
運
動
。
た
ち
ま
ち
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
隣
国
に
波
及
し
、
独
裁
政
権
が

次
々
と
崩
壊
し
て
い
く
。
長
年
に
わ
た
る
独
裁

者
の
強
権
政
治
に
対
す
る
民
衆
の
不
満
、
怒
り

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

一
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

で
地
震
の
被
害
に
遭
っ
た
多
く
の
日
本
人
語
学

留
学
生
の
安
否
が
い
ま
だ
に
判
明
し
な
い
。
一

瞬
の
う
ち
に
ビ
ル
が
崩
壊
す
る
と
は
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
。
犠
牲
者
に
夢
と
希
望
に
満
ち

た
若
者
が
多
か
っ
た
だ
け
に
一
層
気
の
毒
な
感

じ
が
す
る
。

一
、
23
年
度
予
算
案
は
、
3
月
1
日
未
明
衆
議

院
で
可
決
さ
れ
た
。
予
算
の
財
源
の
裏
付
け
と

な
る
関
連
法
案
は
先
送
り
と
な
っ
た
。
菅
政
権

を
見
て
い
る
と
今
や
末
期
的
症
状
で
あ
る
。
そ

れ
も
こ
れ
も
衆
議
院
選
挙
の
デ
タ
ラ
メ
な
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
報
い
で
あ
る
。

一
、
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
。
地
方
選
挙

の
最
大
の
選
挙
は
東
京
都
知
事
選
挙
。
や
っ
と

石
原
知
事
が
4
選
出
馬
を
表
明
し
た
。
東
京
は

日
本
の
首
都
。
石
原
知
事
を
色
々
批
判
す
る
人

は
あ
る
が
、
知
性
、
教
養
、
風
格
か
ら
み
て
、

東
京
都
知
事
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
る
。

一
、
冬
が
寒
い
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
今

年
の
冬
は
特
に
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
、
雪
も
多

か
っ
た
。
雪
は
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
が
、
今
で

は
都
会
も
、
地
方
も
雪
に
よ
る
被
害
が
多
い
。

長
靴
を
履
い
て
、
膝
ま
で
積
も
っ
た
雪
道
を
テ

ク
テ
ク
と
小
学
校
ま
で
歩
い
た
頃
が
懐
か
し
い
。

政
権
交
代
後
、
自
民
党
府
連
は
府
会
、
京

都
市
会
議
員
選
挙
の
候
補
者
を
選
考
す
る
際
、

「
現
職
優
先
」
の
考
え
方
を
大
切
に
し
つ
つ
も
、

党
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
人
材
育
成
を
図
る
う

え
で
、
投
票
日
に
お
け
る
年
令
が
70
才
未
満
と

す
る
。
た
だ
し
、
現
職
に
代
わ
る
候
補
者
が
見

当
ら
ず
心
身
と
も
に
壮
健
か
つ
意
欲
的
で
職
務

に
耐
え
ら
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
と

し
た
。
こ
の
選
考
基
準
を
受
け
て
、
府
会
で
4

名
、
市
会
で
1
名
の
議
員
が
惜
し
ま
れ
つ
つ
勇

退
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
勇
退
さ
れ
る

議
員
は
、
議
長
、
党
幹
事
長
を
経
験
さ
れ
た
方

が
多
く
、
自
民
党
の
党
勢
拡
張
、
府
政
、
京
都

市
政
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
さ
れ
た
。

全
員
選
挙
も
強
く
、
し
か
も
元
気
で
、
議
員
と

し
て
、
ま
だ
ま
だ
十
分
に
働
け
る
方
ば
か
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
余
力
が
あ
る
内
に
優
秀
な
後

継
者
に
バ
ト
ン
を
渡
す
べ
き
だ
と
し
て
勇
退
を

決
意
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
京
都
市
会
で
は
中

堅
2
名
が
体
調
不
良
を
理
由
に
今
期
限
り
で
、

引
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題
で
自
ら
墓
穴
を
掘
っ

た
鳩
山
由
紀
夫
氏
の
後
を
引
き
つ
い
だ
菅
首

相
。
一
貫
し
な
い
安
全
保
障
政
策
、
財
源
な
き

バ
ラ
マ
キ
政
策
に
包
ま
れ
た
23
年
度
予
算
、
小

沢
一
郎
氏
へ
の
曖
昧
な
処
分
な
ど
で
、
も
は
や

退
陣
は
必
至
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
菅
の

最
有
力
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、
前
原

前
外
務
大
臣
。
最
近
の
世
論
調
査
で
は
、
次
期

首
相
候
補
の
ト
ッ
プ
に
位
置
し
て
い
た
。
し
か

し
好こ

う

事じ

魔ま

多お
お

し
。
順
風
満
帆
で
世
の
中
を
謳
歌

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
人
間
に
も
あ
る
日
、
突

然
降
っ
て
沸
い
た
よ
う
な
災
難
が
身
に
掛
か
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
3
月
4
日
、
参
議
院
予

算
委
員
会
で
西
田
昌
司
参
議
院
議
員
か
ら
、
京

都
市
山
科
区
在
住
の
在
日
韓
国
人
か
ら
違
法
な

献
金
を
う
け
と
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

前
原
氏
本
人
も
あ
っ
さ
り
と
そ
れ
を
認
め
た
。

政
治
資
金
規
正
法
で
は
外
国
人
か
ら
政
治
資
金

を
受
け
取
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
故
意

の
場
合
、
返
金
だ
け
で
は
済
ま
ず
、
公
民
権
停

止
処
分
ま
で
発
展
す
る
。
本
人
が
自
発
的
に
辞

任
し
な
い
場
合
、
参
議
院
で
問
責
決
議
さ
れ
る

可
能
性
が
大
き
か
っ
た
。
菅
首
相
は
最
後
ま
で

前
原
氏
を
か
ば
っ
て
い
た
。
前
原
氏
は
辞
任
し

た
が
、
任
命
権
者
と
し
て
の
菅
首
相
の
責
任
問

題
も
出
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。
国
会
情
勢
は

日
に
日
に
緊
迫
の
度
を
増
し
て
き
て
い
る
。
4

月
中
旬
解
散
、
5
月
連
休
明
け
の
総
選
挙
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとしの
政治活動をご支援いただける会員を募
集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と
主張にご賛同いただき、ご入会下さ
いますようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com
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落

「日本真生塾」　第7回例会のお知らせ
平成23年4月25日㈪　18時～21時
場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
          （京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）
　　　　※東エレベーターからのみ上がれます

＜お問い合わせ先＞（担当：近藤）

★4月から本格的スタート致します。
　今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。
　使用するテキストは、「骨抜きにされた日本人」（1500円）
★日本真生塾は塾生を引き続き募集しております。
★毎月1回の例会を開催

事務局：右京区西院坤町2ハウスドゥ四条ビル6F
　　　　TEL：050－7544－4018
　　　　メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp
　ホームページを立ち上げました。日本真生塾 で検索してください。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治


